
Ryukoku University

内部質保証の実質化と教務系職員のかかわり
〜FD・SD・IRというキーワードと第4期認証評価〜

事務職員のFD・SDへのかかわり

教務課題検討フォーラム

⿓⾕⼤学社会学部教務課 ⼩野 勝⼠
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⾃⼰紹介 ー経歴ー
２００１年３⽉ 関⻄学院⼤学⼤学院 法学研究科 ⺠刑事法学専攻

博⼠課程前期課程 修了 修⼠（法学）

２００１年４⽉ ⿓⾕⼤学 ⼊職
２００１〜２００４年度 教学部<４年>
２００５〜２００８年度 財務部経理課<４年>
２００９〜２０１５年度 ⽂学部教務課<７年>
２０１６〜２０２０年度（〜７⽉１⽇）

世界仏教⽂化研究センター事務部／研究部（兼務）<４年>
２０１７年１１⽉８⽇〜２０１８年３⽉３１⽇ ⽂学部教務課（兼務）
２０２０年４⽉１３⽇〜２０２０年５⽉８⽇ ⽂学部教務課（兼務）

２０２０年７⽉２⽇〜 社会学部教務課<５年>
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⾃⼰紹介ー業務内容ー
■１〜４年⽬：教学部

学部横断型カリキュラム、教職課程
■５〜８年⽬：経理課

予決算、補助⾦申請、資⾦運⽤
■９〜１５年⽬：⽂学部教務課

予算、改組、教職課程、⾃⼰点検・評価、認証評価、FD
■１６〜１９年⽬：世界仏教⽂化研究センター事務部、研究部

研究プロジェクトの進捗管理、受託研究、⾃⼰点検・評価
■２０〜２５年⽬：社会学部教務課

改組、教授会、予算、⾃⼰点検・評価、 、認証評価、FD、SD
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FD・SDに関する認証評価項⽬

【⼤学基準協会】
基準６ 教員・教員組織

教育研究活動等の改善・向上、活性化につながる取り組みを組織的かつ多⾯
的に実施し、教員の資質向上につなげていること。
＜評価の視点＞
・教員の教育能⼒の向上、教育課程や授業⽅法の開発及び改善につなげる組
織的な取り組みを⾏い、成果を得ているか。

・教員の研究活動や社会貢献等の諸活動の活性化や資質向上を図るために、
組織的な取り組みを⾏い、成果を得ているか。



5© RYUKOKU UNIVERSITY  All Rights Reserved.

（出典）文科省WEBｻｲﾄ： 「教学マネジメント指針」概要

https://www.mext.go.jp/content/20200206-mxt_daigakuc03-000004749_003.pdf
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教学マネジメント指針（FD・SDの⾼度化）
学修成果・教育成果を最⼤化するためには、教職員の能⼒向上が必要不可⽋で

ある。各⼤学は、「卒業認定・学位授与の⽅針」に沿った学修者本位の教育を提
供するために必要な望ましい教職員像を定義した上で、対象者の役職や経験に応
じた適切かつ最適なＦＤ・ＳＤを組織的かつ体系的に実施していく必要がある。
加えて、ＦＤ・ＳＤは、学修成果・教育成果の把握・可視化により得られた情報
の共有、課題の分析、改善⽅策の⽴案等、実際に教育を改善する活動として位置
付け、実施する必要がある。（教学マネジメント指針 本⽂３１⾴）

○ 職員についても、教学マネジメントの推進という観点においては、特に教務
事項に密接に関わる教務事務担当部署の職員を対象として⾏うことが必要である。
その内容としては、⼤学全体としての教育理念や「卒業認定・学位授与の⽅針」
等の共有、学位プログラムの運⽤⽅法、法令や学内規程等に基づく制度の理解、
その運⽤の⽅策等について、教員と同様に、事務組織のマネジメント層から実際
の担当者までを対象とし、それぞれの役職や担当業務に即した最適な内容を最適
な⼿法で提供することが求められる。（教学マネジメント指針 本⽂３２⾴）
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SD・FDの体制

SDの体制
学校法⼈⿓⾕⼤学ｽﾀｯﾌ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ（SD）実施基本⽅針
社会学部のSD実施⽬的等・⽅針

FDの体制
⿓⾕⼤学におけるFD活動の実施⽅針・定義
（https://fd.ryukoku.ac.jp/outline/definition.php）

FDの種類は３種類あり、毎年度これらを実施することにしている。
●教育 ●研究 ●社会連携・社会貢献

⼤学全体の⽅針に基づき学部の⽅針をFD委員会で定めている。
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学校法⼈⿓⾕⼤学ｽﾀｯﾌ・ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ（SD）実施基本⽅針
■策定の背景
・2016年の⼤学設置基準の⼀部改正
・⿓⾕⼤学基本構想４００第１期中期計画アクションプラン

「FD・SD・BDを通じて、常に改善・改⾰を進める組織⽂化を醸成する」ことを掲げ、
すべての教職員の研修を推進していく。

■SDの実施⽅針
（1）法⼈・⼤学の管理運営

法⼈と⼤学の管理運営に従事する部局⻑会・常任理事会構成員に必要な情報や知識の獲
得、経営管理能⼒を向上させるためのSDを実施する。

（2）教育・研究の推進
教学マネジメントのサイクルの⼀環として、教育・研究活動の推進に関わる教職員に必

要な知識や技能の習得、および能⼒を向上させるためのSDを実施する。
（3）業務遂⾏および業務改善の推進

「学校法⼈⿓⾕⼤学事務職員の『⾏動指針』を踏まえ、事務職員の業務遂⾏および業務
改善の推進に必要な知識や技能の習得、および能⼒を向上させるためのSDを実施する。
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社会学部のSD実施⽬的等・⽅針

（１）実施⽬的・⽬標・求める能⼒
⼤学、学部及び学科運営に必要な知識を習得し、資質の向上と⾃⼰啓発を促

し、学科等の運営業務の推進を計る⼈材を養成する。

（２）実施⽅針
⻑期的な⼈材養成の⼀環として、継続的・計画的に⾏うものとし、毎年度複

数回開催することとする。
・厚⽣補導関係（進路実績報告、障がい学⽣⽀援等）
・⼈権関係
・管理運営関係（危機管理、広報等）
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⿓⾕⼤学におけるFD活動の実施⽅針・定義
⿓⾕⼤学は、建学の精神に基づいた教育理念・⽬的を実現するため、本学教育職員の使命

である教育、研究、社会貢献について、その能⼒開発・向上を図るFD活動を組織的かつ継続
的に実施する。

１ ⿓⾕⼤学における教育に関するFDの定義
⿓⾕⼤学では、教育に関するファカルティ・ディベロップメント（以下「FD」とい

う）を次のように定義する。

「各教学責任主体(※)が掲げる、建学の精神にもとづいた教育理念・⽬的を実現し、教学
マネジメントを推進するための組織的・継続的な教育の質及び教育⼒の向上を⽬指した、
教職員の能⼒開発を含むすべての取り組み」を教育に関するFD と定義する。

具体的には、
１．各教学責任主体が主体的・組織的に⾏う教育改善活動
２．教員集団・教員個々⼈が⽇常的に⾏う授業⽅法や内容の改善のための活動
３．学修⽀援・教育開発センターが全学的に⾏う教育改善活動及び各教学責任主体や教員

個々⼈の教育改善活動の⽀援、学⽣の主体的学修を促す⽀援
４．教学マネジメントを推進するために必要となる組織的・体系的な教職員研修
などのことであり、これらの活動は、教員と職員が協働し、学⽣の参画を得て多⾯的かつ
総合的に⾏うものである。



11© RYUKOKU UNIVERSITY  All Rights Reserved.

⿓⾕⼤学におけるFD活動の実施⽅針・定義
２ ⿓⾕⼤学における研究に関するFDの定義

⿓⾕⼤学では、研究に関するファカルティ・ディベロップメント（以下
「FD」という）を次のように定義する。

「⿓⾕⼤学の建学の精神にもとづいた「⿓⾕⼤学研究活動に関する指針」、
「研究⽀援の⽅針」を推進するための組織的・継続的な研究活動の活性化・研
究⼒の向上を⽬指した、教職員の能⼒開発を含むすべての取り組み」を研究に
関するFD と定義する。

具体的には、
１．各教学責任主体(※)などが主体的・組織的に⾏う研究活動の活性化・研究⼒

の向上のための活動
２．教員集団・教員個々⼈が⽇常的に⾏う研究活動の活性化・研究⼒の向上の

ための活動
３．研究部及び附置研究所等が⾏う1，2 の活動の⽀援
などのことであり、これらの活動は、教員と職員が協働し、多⾯的かつ総合的
に⾏うものである。

12© RYUKOKU UNIVERSITY  All Rights Reserved.

⿓⾕⼤学におけるFD活動の実施⽅針・定義
３ ⿓⾕⼤学における社会連携・社会貢献に関するFDの定義

⿓⾕⼤学では、社会連携・社会貢献に関するファカルティ・ディベロップメント（以下
「FD」という）を次のように定義する。

「⿓⾕⼤学の建学の精神にもとづいた「社会連携・社会貢献⽅針」を推進するための組織
的・継続的な社会連携・社会貢献活動の充実・向上を⽬指した、教職員の能⼒開発を含む
すべての取り組み」を社会貢献に関するFD と定義する。

具体的には、
１．各教学責任主体(※)及び付置研究所などが⾏う主体的・組織的に⾏う社会連携・社会

貢献活動の充実・向上のための活動
２．教員集団・教員個々⼈が⽇常的に⾏う社会連携・社会貢献活動の充実・向上のための

活動
３．⿓⾕エクステンションセンター等が⾏う1，2 の活動の⽀援
などのことであり、これらの活動は、教員と職員が協働し、学⽣の参画を得て多⾯的かつ
総合的に⾏うものである。

※学部・学科・研究科・課程・コース等の教学に責任を負う主体のことである。
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本学社会学部FD活動⽅針
２０２５年度社会学部ＦＤ活動⽅針

2025（令和7）年4 ⽉8 ⽇
社会学部F D 委員会承認

2025 年度のFD 活動実施にあたり、下記のとおり⽅針を提案する。
記

１．基本⽅針
「⿓⾕⼤学におけるFD 活動の実施⽅針・定義」に基づき、教育、研究、社会連携・社会貢献と

3 つの分野を扱うFD 活動を⾏う。
2025 年度は、新学科⽣の実情を踏まえた教育分野のFD 研究会を中⼼に開催する。

２．ＦＤ報告会の開催
○FD 委員会提案企画によるFD 研究会を4 回程度開催する。
○テーマの決定にあたっては、教員活動⾃⼰点検シートの「組織的に対応が必要な課題」「社会貢

献」欄の記述を参考とする。
○多くの社会学部教員に参加を願いたいことから、教授会開催予定⽇の開催を原則とする。
○内容に応じて15：15 開始で30 分から1 時間（質疑応答の時間を含む）程度とする。

３．個⼈レベルの活動内容に関する報告・情報発信
○研究成果の報告（書籍の刊⾏、論⽂の公表等）について、メーリングリスト等を通じて社会学部

教職員に発信していく。
○学習⽀援・教育開発センターが案内するFD に関する講習会等の情報以外に、社会学部教職員の

参加が有益とされる学会・研究会・講習会等の情報についてメーリングリスト等を通じて案内し
ていく。
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年間の社会学部FD・SDスケジュール
４⽉①・② 【不開催】
５⽉①

②FD：＜教育＞移転・改組の効果の検証について
６⽉①SD：2025年3⽉卒業者の進路実績について

②FD：＜研究＞前年度研究員、今年度の新規着任教員の研究内容について
７⽉①

② 【⼈事議案が⻑引くため⾏事は⼊れない】
９⽉①

②SD：改組後の⼊試状況について
10⽉①

②FD：＜教育、社会連携・社会貢献＞湖南市×社会学部連携事業 市内の運動資源やす
き間時間にできるストレッチ体操をまとめた「運動マップ」の共同制作

11⽉①
②FD：＜教育＞新学科必修科⽬の授業運営に関する内容

12⽉①
②SD：⼈権問題研修会
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本学の内部質保証の取り組み

（出典）⿓⾕⼤学ウエブサイト＞⼤学紹介＞内部質保証
https://www.ryukoku.ac.jp/about/outline/evaluation/evaluation.html
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教員活動⾃⼰点検シートの活⽤
教員個⼈の諸活動に対する⾃⼰点検
【別紙資料１〜３⾴】教員活動⾃⼰点検シート
【別紙資料４〜１０⾴】教員活動⾃⼰点検の⼿引き

４⽉：⾃⼰点検・評価委員会
前年度のシートに記載の「組織的な対応が求められる課題」の内容を抽

出。
５⽉：今年度のシートの期⾸⼊⼒開始
９⽉：⾃⼰点検・評価委員会

「組織的な対応が求められる課題」の取り組み状況の中間報告。
２⽉：今年度のシートの期⾸⼊⼒終了
３⽉：⾃⼰点検・評価委員会

「組織的な対応が求められる課題」の取り組み状況の期末報告。
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事務職員のFD・SDへのかかわり
◆政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか。

→⾃分の担当するFD・SD業務が⾼等教育政策全体の中でどう位置
づけることができるのかを把握。

→⼤きな視点から⾃分の担当業務を眺める。
→各種講習会を通じての情報収集

◆各種データ、最近の話題、⽇頃の教員との会話から、テーマを⾒つ
ける。

→教員の諸活動を気にかける。
→⾜元の課題も取り上げる。

◆他学部、他⼤学の実施⽅法の情報収集
◆書籍等を通じての学習

→基礎知識の獲得
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政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか

（出典）中央教育審議会（2025）我が国の「知の総和」向上の未来像〜⾼等教育システムの再構築〜（答申）



19© RYUKOKU UNIVERSITY  All Rights Reserved.

政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか

（出典）中央教育審議会（2025）我が国の「知の総和」向上の未来像〜⾼等教育システムの再構築〜（答申）
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（出典）中央教育審議会（2025）質向上・質保証システム部会（第4回）（2025/8/21開催）配付資料

政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか
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（出典）中央教育審議会（2025）質向上・質保証システム部会（第4回）（2025/8/21開催）配付資料

政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか
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事務職員のFD・SDへのかかわり
◆政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか。

→⾃分の担当するFD・SD業務が⾼等教育政策全体の中でどう位置
づけることができるのかを把握。

→⼤きな視点から⾃分の担当業務を眺める。
→各種講習会を通じての情報収集

◆各種データ、最近の話題、⽇頃の教員との会話から、テーマを⾒つ
ける。

→教員の諸活動を気にかける。
→⾜元の課題も取り上げる。

◆他学部、他⼤学の実施⽅法の情報収集
◆書籍等を通じての学習

→基礎知識の獲得
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政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか

⼤学教育改⾰フォーラムin東海2026〈2026/3/7 名古屋⼤学：無料〉
10:05-11:30  基調講演 (ハイブリッド）
「新しい評価」を教育改⾰の追い⾵にするためには

̶「知の総和」答申を受けて̶ 講演者：森 朋⼦⽒（桐蔭横浜⼤学・学⻑）
▼ 講演概要 ▲

「知の総和」答申では、少⼦化などの急激な社会変化を背景に、学⽣⼀⼈⼀⼈の能⼒を
最⼤限に伸ばすことを⽬指し、「新たな評価」のあり⽅を検討することになりました。そ
れを受けて、現在、中央教育審議会⼤学分科会では「教育・学習の質向上に向けた新たな
評価の在り⽅ワーキンググループ」を⽴て、主に認証評価制度の⾒直しについて、教育・
学習の専⾨家が集まり、議論している最中です。8⽉末には、その内容を中間まとめとし
て公表しました。講演においては、その内容についてお伝えできればと思っております。

社会が⼤きく変化する中で、⼤学が⼈材育成という社会的機能を強化し、その責任を果
たすためには、これまで以上に「学修成果の可視化」が重要な役割を果たすことになりま
す。学⽣の学修成果の拠り所は、ディプロマポリシーになりますが、現⾏のものは、⼤き
く変化する社会に対応し得るものでしょうか。この機に、ぜひ⾃⼤学のミッションを再定
義し、それに合わせたカリキュラムの総点検をお願いできればと思います。

（⼤学教育改⾰フォーラムin東海2026ウェブサイトより）
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政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか

⼤学教育改⾰フォーラムin東海2026〈2026/3/7 名古屋⼤学：無料〉
13:30-15:00  分科会 第Ⅰ部
⼤学教育を取り巻く法令・制度改正を的確に捉える

−組織としてキャッチアップするために−
発表者・タイトル：

①⼩野 勝⼠（⿓⾕⼤学 社会学部教務課）
会議体事務局運営を通じた内部質保証活動について

②宮林 常崇（東京都⽴⼤学 教務課・開設準備室）
法令・制度改正を組織運営に活かす

〜知の総和答申を現場視点で捉えなおす〜
③有⾺ 美耶⼦（⽩百合⼥⼦⼤学 ⼤学経営推進室）

資格課程事務として法令改正、新規資格申請への取組みについて
〜教職課程・登録⽇本語教員養成機関ほか〜
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事務職員のFD・SDへのかかわり
◆政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか。

→⾃分の担当するFD・SD業務が⾼等教育政策全体の中でどう位置
づけることができるのかを把握。

→⼤きな視点から⾃分の担当業務を眺める。
→各種講習会を通じての情報収集

◆各種データ、最近の話題、⽇頃の教員との会話から、テーマを⾒つ
ける。

→教員の諸活動を気にかける。
→⾜元の課題も取り上げる。

◆他学部、他⼤学の実施⽅法の情報収集
◆書籍等を通じての学習

→基礎知識の獲得
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各種データ、最近の話題、⽇頃の教員との会話から、テーマを⾒つける

■各種データ
・各種アンケ―トのデータ
・教員活動⾃⼰点検シート記載の情報

■教員との会話
⽇常、どれくらい教員と会話してますか？DXの流れの中で対話がなくってませんか？

→運営者がやりたいFD・SDになることを避ける。
→年間のスケジュール管理（参加していただけそうにない時期＜科研費の申請書作成
時期等＞をはずす）
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各種データ、最近の話題、⽇頃の教員との会話から、テーマを⾒つける
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事務職員のFD・SDへのかかわり
◆政策動向の流れの中でFD・SDを位置づけることができるか。

→⾃分の担当するFD・SD業務が⾼等教育政策全体の中でどう位置
づけることができるのかを把握。

→⼤きな視点から⾃分の担当業務を眺める。
→各種講習会を通じての情報収集

◆各種データ、最近の話題、⽇頃の教員との会話から、テーマを⾒つ
ける。

→教員の諸活動を気にかける。
→⾜元の課題も取り上げる。

◆他学部、他⼤学の実施⽅法の情報収集
◆書籍等を通じての学習

→基礎知識の獲得
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書籍等を通じての学習『⼤学FD⼊⾨』
1章 ⼤学のFDの特徴と課題
2章 FDの企画
3章 教員研修
4章 授業アンケートの活⽤
5章 授業参観
6章 授業コンサルテーション
7章 ティーチング・ポートフォリオ作成の⽀援
8章 研究会の⽀援
9章 カリキュラム開発⽀援
10章 新任教員対象のFD
11章 プレFD
12章 教員の個別学習の促進
13章 FDの評価
14章 FDを推進する体制づくり

30© RYUKOKU UNIVERSITY  All Rights Reserved.

書籍等を通じての学習
⼤学教職員のための５６冊（愛媛⼤学教育企画室ウェブサイトより）
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書籍等を通じての学習
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書籍等を通じての学習
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まとめ（気を付けている点、課題）
◆勉強・情報収集だけの知識偏重だけはダメ。

→勉強・⽇常の業務執⾏・教職員との対話 のサイクルの中でいい⽅向に持
っていけるか。⾃分を信⽤してもらえるようになるか。

（時間外勤務の時間の減少にもつながってます）
→「⾃分はこんだけ知ってるんです。勉強しているんです。」というアピー
ルは不要（というかいらん）。⽇常の業務執⾏の姿勢で認めてもらえるよ
うにならないといけないと思ってます。

◆⾼等教育政策の流れの中という視点でのFD/SDも必要なものの、⾜元の課題
も取り扱わないといけないと考えます。

◆教育FDでは必ず３つの⽅針を冒頭で確認し、どういう⽅針のもとに科⽬が展
開されているのかを意識していただくようにしています。【別紙資料11⾴】

◆学部FD報告会を教育関係を中⼼に開催回数を増やしたいが、研究、社会連
携・社会貢献のFDも実施する必要もあり、また、学部SDも実施するため、
FD・SD疲れにならないように気を配る必要があります。

◆効果の測定。成果があがったかどうかが測りにくい。ただ数名の先⽣からは
気づきを得たという感想はいただいてます。


